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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
学 齢期 の 子 ど もに 対 す る 日本 語 教 育 では ， 子 ど もの ア イ デ ンテ ィ テ ィ を尊 重 し た 教育 の 重 要 性が

指 摘さ れ て い る。 た だ ， 子ど も の 発 達段 階 を 考 慮し て ， 特 に心 理 学 的 観点 か ら 議 論さ れ る 傾 向に あ

る 。そ の 結 果 ，ア イ デ ン ティ テ ィ が 不確 実 な も のか ら 確 立 され た も の へと 直 線 的 に変 化 す る もの と

考 えら れ る こ とに よ り ， アイ デ ン テ ィテ ィ が 言 語や 文 化 と いっ た 一 側 面か ら 捉 え られ ， 子 ど もの 行

為 主体 性 が 制 限さ れ る 危 険性 も 孕 ん でい る 。 そ こで 本 研 究 では ， 1） 子 ども の 行 為 主体 性 と 言 語学 習

及 びア イ デ ン ティ テ ィ と の関 係 性 を 整理 し た 上 で， 2） そ の 教育 を 実 現 でき る 教 員 に求 め ら れ る理 解

と 支援 へ の 視 点は ど の よ うに 育 成 で きる の か を 明ら か に す るこ と を 目 的と し た 。  

本 研究 で は ， 申請 者 が 講 師を 務 め た 2 回 の 研 修 及び ， 1 回 の セ ミ ナー を 対象 と し ， デー タ 収 集 を行

っ た。 研 修 及 びセ ミ ナ ー の詳 細 は 以 下の 通 り で ある 。  

 テ ーマ  対 象  参 加者 数  

研 修  
ア イ デ ン テ ィ テ ィ か ら 考 え る

自 己表 現 と こ とば の 教 育  

学 校 及 び 地 域 で 日 本 語 指 導 に

携 わる 教 員 及 び支 援 員  
88 名  

研 修  
多 言語・多 文 化 の子 ど も た ちの

ア イデ ン テ ィ ティ を 理 解 する  

学 校 及 び 地 域 で 日 本 語 指 導 に

携 わる 支 援 員  
24 名  

セ ミナ ー  
言 語 的 文 化 的 に 多 様 な 子 ど も

の アイ デ ン テ ィテ ィ と 教 育  
本 学学 部 生 及 び教 職 大 学 院生  12 名  

こ れ ら 3 回 の 研修 ・ セ ミ ナー で は ， 参加 者 自 身 のア イ デ ン ティ テ ィ に つい て の 意 識化 を 入 口 に， 応

用 言語 学 分 野 にお け る ， アイ デ ン テ ィテ ィ に 関 する 議 論 を 概観 し ， 言 語や 文 化 と いっ た 観 点 では な

く ，「行 為 主 体 性」（ 子 ど もが そ れ ぞ れに 置 か れ た状 況 の 中 で行 動 を 起 こす こ と が でき る 力 ） とい う

観 点か ら 捉 え るこ と の 必 要性 を ， 多 様な 背 景 を 持つ 子 ど も の実 態 に 即 して 明 示 的 に示 し た 。 その 上

で ，参 加 者 が 関わ る 子 ど もた ち の 支 援や 指 導 に どの よ う に 活か す こ と がで き る の かを 考 え る 機会 を

提 供し た 。 研 修・ セ ミ ナ ー中 の 参 加 者の 様 子 や 反応 ， 事 後 に実 施 し た アン ケ ー ト への 回 答 を デー タ

と し， 質 的 に 分析 し た 。  

収 集し た デ ー タか ら は ， これ ら の 研 究や セ ミ ナ ーが ， 子 ど もの 言 語 教 育に お い て アイ デ ン テ ィテ

ィ につ い て 考 慮す る こ と の重 要 性 を 再確 認 す る 機会 と な っ たこ と が 伺 われ た 。 た だし ， そ の よう に

重 要性 が 認 識 され た 場 合 であ っ て も ，具 体 的 に 指導 や 支 援 への 応 用 を 検討 す る 際 には ， 言 語 や文 化

に 焦点 が 当 て られ て し ま った り ， 本 質的 な ア イ デン テ ィ テ ィ観 を よ り 強固 に 反 映 して し ま っ たり す

る 危険 性 が 示 唆さ れ た 。 その 背 景 に は， ア イ デ ンテ ィ テ ィ を含 む ， 子 ども に 対 す る言 語 教 育 に関 し

て ，参 加 者 が 外国 人 児 童 生徒 等 を 他 者化 す る 視 点に 十 分 に 働き か け ら れて い な か った こ と が 要因 と

し てあ る こ と が考 え ら れ る。  

こ れら の こ と から ， 今 後 の研 修 等 に おい て は ， 上記 の 内 容 に加 え て ， 具体 的 な 指 導事 例 な ど を示

し たり ， そ れ らを 各 自 の 教育 実 践 と 比較 し た り する こ と に よっ て ， 自 身が 持 つ 言 語教 育 観 や ，そ れ

に 基づ く 教 育 実践 を ふ り 返る こ と が でき る 機 会 をつ く る 必 要性 が あ る と考 え ら れ る。  

【研究成果発表方法】 
本 研究 の 成 果 は， 2025 年 度に 開 催 さ れる 日 本 語 教育 学 会 の 秋季 大 会 や 言語 文 化 教 育研 究 学 会 の年 次

大 会な ど に 発 表応 募 す る 予定 で あ る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


